
(57)【要約】

【課題】ＵＳＢポートからの内部回路に電源を供給する

電源供給回路及びＵＳＢ機器に関し、ＵＳＢ機器を過電

圧、過電流から保護できる電源供給回路及びＵＳＢ機器

を提供することを目的とする。

【解決手段】本発明は、ＵＳＢポート（１１１）に供給

される電源から内部回路（１１２）を保護する保護回路

であって、ＵＳＢポート（１１１）に供給される電圧／

電流を検出する検出手段（１２１）と、検出手段（１２

１）で検出された電圧／電流が過電圧／過電流のとき、

ＵＳＢポート（１１１）から内部回路（１１２）への電

源の供給を切断するスイッチ手段（Ｍ11）とを有するこ

とを特徴とする。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
Ｕ Ｓ Ｂ ポ ー ト に 供 給 さ れ る 電 源 か ら 内 部 回 路 を 保 護 す る 保 護 回 路 で あ っ て 、
　 前 記 Ｕ Ｓ Ｂ ポ ー ト に 供 給 さ れ る 電 圧 ／ 電 流 を 検 出 す る 検 出 手 段 と 、
　 前 記 検 出 手 段 で 検 出 さ れ た 電 圧 ／ 電 流 が 過 電 圧 ／ 過 電 流 の と き 、 前 記 Ｕ Ｓ Ｂ ポ ー ト か ら
前 記 内 部 回 路 へ の 電 源 の 供 給 を 切 断 す る ス イ ッ チ 手 段 と を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 保 護 回
路 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 内 部 回 路 は 、 電 池 を 充 電 す る 充 電 制 御 回 路 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 保
護 回 路 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 検 出 手 段 は 、 前 記 ス イ ッ チ 手 段 の 内 部 抵 抗 に 印 加 さ れ る 電 圧 を 検 出 す る こ と を 特 徴 と
す る 請 求 項 １ 記 載 の 保 護 回 路 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 検 出 手 段 と 前 記 ス イ ッ チ 手 段 と は 、 各 々 異 な る 半 導 体 装 置 か ら 構 成 さ れ て い る こ と を
特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 保 護 回 路 。
【 請 求 項 ５ 】
一 つ の 半 導 体 装 置 か ら 構 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 保 護 回 路 。
【 請 求 項 ６ 】
Ｕ Ｓ Ｂ ポ ー ト に 供 給 さ れ る 電 源 に よ り 内 部 回 路 が 駆 動 さ れ る Ｕ Ｓ Ｂ 機 器 で あ っ て 、
　 前 記 Ｕ Ｓ Ｂ ポ ー ト に 供 給 さ れ る 電 圧 ／ 電 流 を 検 出 す る 検 出 手 段 と 、
　 前 記 検 出 手 段 で 検 出 さ れ た 電 圧 ／ 電 流 が 過 電 圧 ／ 過 電 流 の と き 、 前 記 Ｕ Ｓ Ｂ ポ ー ト か ら
前 記 内 部 回 路 へ の 電 源 の 供 給 を 切 断 す る ス イ ッ チ 手 段 と を 有 す る こ と を 特 徴 と す る Ｕ Ｓ Ｂ
機 器 。
【 請 求 項 ７ 】
前 記 内 部 回 路 は 、 電 池 を 充 電 す る 充 電 制 御 回 路 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ 記 載 の Ｕ
Ｓ Ｂ 機 器 。
【 請 求 項 ８ 】
前 記 検 出 手 段 は 、 前 記 ス イ ッ チ 手 段 の 内 部 抵 抗 に 印 加 さ れ る 電 圧 を 検 出 す る こ と を 特 徴 と
す る 請 求 項 ６ 記 載 の Ｕ Ｓ Ｂ 機 器 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 保 護 回 路 及 び Ｕ Ｓ Ｂ 機 器 に 係 り 、 特 に 、 Ｕ Ｓ Ｂ ポ ー ト か ら 供 給 さ れ る 電 源 か
ら 内 部 回 路 に 電 源 を 供 給 す る 保 護 回 路 及 び Ｕ Ｓ Ｂ 機 器 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 近 年 、 デ ィ ジ タ ル 機 器 の 発 達 に と も な い 、 コ ン ピ ュ ー タ と 接 続 し て 使 用 さ れ る 機 器 が 増
加 し て い る 。 コ ン ピ ュ ー タ と の 接 続 を 行 う た め の イ ン タ フ ェ ー ス と し て は Ｕ Ｓ Ｂ イ ン タ フ
ェ ー ス が 普 及 し て い る 。 Ｕ Ｓ Ｂ イ ン タ フ ェ ー ス の 普 及 に 伴 っ て 、 Ｕ Ｓ Ｂ 機 器 が 増 加 し て い
る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 Ｕ Ｓ Ｂ イ ン タ フ ェ ー ス は 、 信 号 ラ イ ン の 他 に ５ Ｖ の 電 源 ラ イ ン を 有 す る 。 Ｕ Ｓ Ｂ 機 器 で
は 、 こ の 電 源 ラ イ ン に 供 給 さ れ て い る ５ Ｖ の 電 源 を 用 い て 機 器 に 内 蔵 さ れ た ２ 次 電 池 な ど
の 充 電 を 行 う 機 器 が あ る 。 こ の よ う な Ｕ Ｓ Ｂ 機 器 で は 、 パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タ な ど の Ｕ
Ｓ Ｂ ポ ー ト か ら 電 圧 を 供 給 す る 機 器 が Ｕ Ｓ Ｂ 規 格 通 り の 電 圧 の ５ Ｖ を 出 力 し て い る こ と を
前 提 と し て 、 回 路 が 設 計 さ れ て い た 。 こ の た め 、 電 源 供 給 機 器 側 の Ｕ Ｓ Ｂ ポ ー ト の 出 力 電
圧 が 過 電 圧 ／ 過 電 流 状 態 で あ る 場 合 に は Ｕ Ｓ Ｂ ポ ー ト を 介 し て 電 源 を 供 給 さ れ る 側 の 機 器
が 過 電 圧 ／ 過 電 流 に よ っ て 破 壊 さ れ る 恐 れ が あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
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　 な お 、 Ｕ Ｓ Ｂ 機 器 の 二 次 電 池 の 充 電 制 御 及 び 過 充 電 、 過 電 流 保 護 を 行 う た め の 保 護 回 路
を 内 蔵 し た Ｕ Ｓ Ｂ ケ ー ブ ル が 開 発 さ れ て い る （ 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ０ － ３ ３ ９ ０ ６ ７ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 し か る に 、 従 来 の Ｕ Ｓ Ｂ 機 器 で は 、 Ｕ Ｓ Ｂ ポ ー ト の 過 充 電 、 過 電 流 か ら 機 器 の 内 部 回 路
を 保 護 す る こ と は で き な か っ た 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 は 上 記 の 点 に 鑑 み て な さ れ た も の で 、 Ｕ Ｓ Ｂ 機 器 を 過 電 圧 、 過 電 流 か ら 保 護 で き
る 電 源 供 給 回 路 及 び Ｕ Ｓ Ｂ 機 器 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 は 、 Ｕ Ｓ Ｂ ポ ー ト （ １ １ １ ） に 供 給 さ れ る 電 源 か ら 内 部 回 路 （ １ １ ２ ） を 保 護 す
る 保 護 回 路 で あ っ て 、 Ｕ Ｓ Ｂ ポ ー ト （ １ １ １ ） に 供 給 さ れ る 電 圧 ／ 電 流 を 検 出 す る 検 出 手
段 （ １ ２ １ ） と 、 検 出 手 段 （ １ ２ １ ） で 検 出 さ れ た 電 圧 ／ 電 流 が 過 電 圧 ／ 過 電 流 の と き 、
Ｕ Ｓ Ｂ ポ ー ト （ １ １ １ ） か ら 内 部 回 路 （ １ １ ２ ） へ の 電 源 の 供 給 を 切 断 す る ス イ ッ チ 手 段
（ Ｍ 11） と を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 内 部 回 路 （ １ １ ２ ） は 、 二 次 電 池 （ １ ２ ２ ） を 充 電 す る 充 電 制 御 回 路 で あ る こ と を 特 徴
と す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 検 出 手 段 （ １ ２ １ ） は 、 ス イ ッ チ 手 段 （ Ｍ 11） の 内 部 抵 抗 に 印 加 さ れ る 電 圧 を 検 出 す る
こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 検 出 手 段 （ １ ２ １ ） と ス イ ッ チ 手 段 （ Ｍ 11） と は 、 各 々 異 な る 半 導 体 装 置 か ら 構 成 さ れ
て い る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 ま た 、 本 発 明 は 、 Ｕ Ｓ Ｂ ポ ー ト （ １ １ １ ） か ら 電 源 に よ り 内 部 回 路 （ １ １ ２ ） が 駆 動 さ
れ る Ｕ Ｓ Ｂ 機 器 で あ っ て 、 Ｕ Ｓ Ｂ ポ ー ト （ １ １ １ ） に 供 給 さ れ る 電 圧 ／ 電 流 を 検 出 す る 検
出 手 段 （ １ ２ １ ） と 、 検 出 手 段 （ １ ２ １ ） で 検 出 さ れ た 電 圧 ／ 電 流 が 過 電 圧 ／ 過 電 流 の と
き 、 Ｕ Ｓ Ｂ ポ ー ト （ １ １ １ ） か ら 内 部 回 路 （ １ １ ２ ） へ の 電 源 の 供 給 を 切 断 す る ス イ ッ チ
手 段 （ Ｍ 11） と を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 内 部 回 路 （ １ １ ２ ） は 、 二 次 電 池 （ １ ２ ２ ） を 充 電 す る 充 電 制 御 回 路 で あ る こ と を 特 徴
と す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 検 出 手 段 （ １ ２ １ ） は 、 ス イ ッ チ 手 段 （ Ｍ 11） の 内 部 抵 抗 に 印 加 さ れ る 電 圧 を 検 出 す る
こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 な お 、 上 記 参 照 符 号 は あ く ま で も 参 考 で あ り 、 こ れ に よ っ て 、 特 許 請 求 の 範 囲 の 記 載 が
限 定 さ れ る も の で は な い 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ５ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 Ｕ Ｓ Ｂ ポ ー ト か ら の 内 部 回 路 に 電 源 を 供 給 す る と き 、 Ｕ Ｓ Ｂ ポ ー ト に
供 給 さ れ る 電 圧 ／ 電 流 を 検 出 す る 検 出 手 段 と 、 検 出 手 段 で 検 出 さ れ た 電 圧 ／ 電 流 が 過 電 圧
／ 過 電 流 の と き 、 Ｕ Ｓ Ｂ ポ ー ト か ら 内 部 回 路 へ の 電 源 の 供 給 を 切 断 す る ス イ ッ チ 手 段 と を
設 け る こ と に よ り 、 電 源 供 給 側 機 器 の Ｕ Ｓ Ｂ ポ ー ト が 過 電 圧 ／ 過 電 流 状 態 の と き 検 出 手 段
が こ れ を 検 出 し 、 ス イ ッ チ 手 段 に よ り Ｕ Ｓ Ｂ ポ ー ト か ら 内 部 回 路 へ の 電 源 の 供 給 を 切 断 す
る こ と が で き 、 こ れ よ っ て 、 内 部 回 路 を 過 電 圧 ／ 過 電 流 か ら 保 護 で き る 。
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【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ６ 】
　 図 １ は 本 発 明 の 一 実 施 例 の シ ス テ ム 構 成 図 を 示 す 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 本 実 施 例 の Ｕ Ｓ Ｂ 機 器 １ ０ １ は Ｕ Ｓ Ｂ ポ ー ト １ １ １ を 有 し て お り 、 こ の Ｕ Ｓ Ｂ ポ ー ト １
１ １ は パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タ １ ０ ２ の Ｕ Ｓ Ｂ ポ ー ト １ ０ ４ に Ｕ Ｓ Ｂ ケ ー ブ ル １ ０ ３ を 介
し て 接 続 さ れ 、 Ｕ Ｓ Ｂ ケ ー ブ ル １ ０ ３ の 電 源 ラ イ ン を 通 し て 供 給 さ れ る 電 源 に よ り 内 部 電
池 １ ２ ２ を 充 電 す る と と も に 、 機 器 本 体 １ ２ ３ を 駆 動 可 能 と さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 Ｕ Ｓ Ｂ 機 器 １ ０ １ は 、 Ｕ Ｓ Ｂ ポ ー ト １ １ １ 、 内 部 回 路 １ １ ２ 、 保 護 回 路 １ １ ３ を 有 す る
。 Ｕ Ｓ Ｂ ポ ー ト １ １ １ は 、 パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タ １ ０ ２ の Ｕ Ｓ Ｂ ポ ー ト １ ０ ４ に Ｕ Ｓ Ｂ
ケ ー ブ ル １ ０ ３ を 介 し て 接 続 さ れ て い る 。 Ｕ Ｓ Ｂ ポ ー ト １ １ １ の 電 源 ラ イ ン は 保 護 回 路 １
１ ３ に 接 続 さ れ 、 Ｕ Ｓ Ｂ ポ ー ト １ １ １ の 信 号 ラ イ ン は 機 器 本 体 に 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 内 部 回 路 １ １ ２ は 、 充 電 制 御 Ｉ Ｃ １ ２ １ 、 二 次 電 池 １ ２ ２ 、 機 器 本 体 １ ２ ３ か ら 構 成 さ
れ て い る 。 充 電 制 御 Ｉ Ｃ １ ２ １ は 、 保 護 回 路 １ １ ３ の 出 力 電 圧 、 す な わ ち 、 Ｕ Ｓ Ｂ ポ ー ト
１ １ １ の 電 源 ラ イ ン に 印 加 さ れ る 電 源 電 圧 に よ っ て 二 次 電 池 １ ２ ２ の 充 放 電 制 御 を 行 う 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 二 次 電 池 １ ２ ２ は 、 Ｎ ｉ － Ｃ ｄ 電 池 、 リ チ ウ ム イ オ ン 電 池 な ど か ら 構 成 さ れ て お り 、 充
電 制 御 Ｉ Ｃ １ ２ １ 及 び 機 器 本 体 １ ２ ３ に 接 続 さ れ て お り 、 充 電 制 御 Ｉ Ｃ １ ２ １ に よ っ て 充
放 電 が 制 御 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 機 器 本 体 １ ２ ３ は Ｕ Ｓ Ｂ 機 器 １ ０ １ の 機 能 、 例 え ば 、 デ ィ ジ タ ル オ ー デ ィ オ プ レ ー ヤ と
し て の 機 能 を 実 行 す る 回 路 部 で あ り 、 コ ン ト ロ ー ラ １ ３ １ が 内 蔵 さ れ て い る 。 コ ン ト ロ ー
ラ １ ３ １ は 、 電 源 投 入 時 に 保 護 回 路 １ １ ３ に 対 し て 制 限 電 流 値 を 設 定 す る 信 号 を 供 給 す る
。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 保 護 回 路 １ １ ３ は Ｕ Ｓ Ｂ ポ ー ト １ １ １ と 内 部 回 路 １ ２ ３ と の 間 に 設 け ら れ 、 Ｕ Ｓ Ｂ ポ ー
ト １ １ １ に 供 給 さ れ る 過 電 圧 、 過 電 流 か ら 内 部 回 路 １ ２ ３ を 保 護 す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 図 ２ は 保 護 回 路 １ １ ３ の ブ ロ ッ ク 構 成 図 を 示 す 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 保 護 回 路 １ １ ３ は 、 保 護 Ｉ Ｃ １ １ ４ 、 及 び 、 電 流 検 出 用 抵 抗 Ｒ sか ら 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 保 護 Ｉ Ｃ １ １ ４ は 、 端 子 Ｔ 11に Ｕ Ｓ Ｂ ポ ー ト １ １ １ の 正 電 極 が 接 続 さ れ 、 端 子 Ｔ 12に Ｕ
Ｓ Ｂ ポ ー ト １ １ １ の 負 電 極 が 接 続 さ れ て い る 。 ま た 、 保 護 Ｉ Ｃ １ １ ４ の 端 子 Ｔ 13は 、 充 電
制 御 Ｉ Ｃ １ ２ １ に 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 ま た 、 保 護 Ｉ Ｃ １ １ ４ の 端 子 Ｔ 11と 端 子 Ｔ 14と の 間 に は 、 電 流 検 出 用 抵 抗 Ｒ sが 接 続 さ
れ て い る 。 ま た 、 保 護 Ｉ Ｃ １ １ ４ の 端 子 Ｔ 15に は 、 機 器 本 体 １ ２ ３ に 設 け ら れ た コ ン ト ロ
ー ラ １ ３ １ が 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 保 護 Ｉ Ｃ １ １ ４ は 、 ト ラ ン ジ ス タ Ｍ 11、 電 圧 検 出 用 抵 抗 Ｒ 11、 Ｒ 12、 誤 差 ア ン プ Ａ Ｍ Ｐ
11、 コ ン パ レ ー タ Ｃ Ｏ Ｍ Ｐ 11、 Ｃ Ｏ Ｍ Ｐ 12、 基 準 電 圧 源 １ ４ １ 、 １ ４ ２ 、 制 限 電 流 制 御 回
路 １ ４ ３ 、 温 度 検 出 回 路 １ ４ ４ 、 遅 延 ブ ロ ッ ク １ ４ ５ 、 イ ン バ ー タ １ ４ ６ か ら 構 成 さ れ て
い る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 ト ラ ン ジ ス タ Ｍ 11は ｐ チ ャ ネ ル Ｍ Ｏ Ｓ 電 界 効 果 ト ラ ン ジ ス タ か ら 構 成 さ れ て お り 、 ソ ー
ス － ド レ イ ン が 端 子 Ｔ 14と 端 子 Ｔ 13と の 間 に 接 続 さ れ て お り 、 過 電 圧 ／ 過 電 流 状 態 で オ フ
し て 、 端 子 Ｔ 11か ら 端 子 Ｔ 13へ の 電 流 の 供 給 を 切 断 す る 。 こ れ に よ っ て 、 過 電 圧 ／ 過 電 流
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状 態 で Ｕ Ｓ Ｂ ポ ー ト １ １ １ の 正 電 極 か ら 充 電 制 御 Ｉ Ｃ １ ２ １ へ の 電 流 の 供 給 が 切 断 さ れ る
。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 電 圧 検 出 用 抵 抗 Ｒ 11、 Ｒ 12は 、 端 子 Ｔ 11と 端 子 Ｔ 12と の 間 に 直 列 に 接 続 さ れ て お り 、 Ｕ
Ｓ Ｂ ポ ー ト １ １ １ か ら 端 子 Ｔ 11と 端 子 Ｔ 12と の 間 に 印 加 さ れ る 電 圧 を そ の 抵 抗 比 に 応 じ て
分 圧 し て 、 検 出 電 圧 Ｖ sと し て コ ン パ レ ー タ Ｃ Ｏ Ｍ Ｐ 11の 反 転 入 力 端 子 に 供 給 す る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 コ ン パ レ ー タ Ｃ Ｏ Ｍ Ｐ 11は 、 非 反 転 入 力 端 子 に 基 準 電 圧 源 １ ４ １ か ら 基 準 電 圧 Ｖ ref11
が 印 加 さ れ て い る 。 コ ン パ レ ー タ Ｃ Ｏ Ｍ Ｐ 11は 、 Ｕ Ｓ Ｂ ポ ー ト １ １ １ の 正 電 極 と 負 電 極 と
の 間 に 印 加 さ れ る 電 圧 の 検 出 電 圧 Ｖ sが 基 準 電 圧 Ｖ ref11よ り 小 さ い 状 態 、 す な わ ち 、 通 常
状 態 の と き に は 出 力 を ハ イ レ ベ ル と し 、 Ｕ Ｓ Ｂ ポ ー ト １ １ １ の 正 電 極 と 負 電 極 と の 間 に 印
加 さ れ る 電 圧 の 検 出 電 圧 Ｖ sが 基 準 電 圧 Ｖ refよ り 大 き い 状 態 、 す な わ ち 、 過 電 圧 状 態 に な
る と 出 力 を ロ ー レ ベ ル と す る 。 コ ン パ レ ー タ Ｃ Ｏ Ｍ Ｐ 11の 出 力 は 、 遅 延 ブ ロ ッ ク １ ４ ５ に
供 給 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 誤 差 ア ン プ Ａ Ｍ Ｐ 11は 、 反 転 入 力 端 子 が 端 子 Ｔ 14に 接 続 さ れ 、 非 反 転 入 力 端 子 が 端 子 Ｔ
11に 接 続 さ れ て お り 、 反 転 入 力 端 子 － 非 反 転 入 力 端 子 間 に 電 流 検 出 用 抵 抗 Ｒ sの 両 端 の 電
圧 が 印 加 さ れ 、 そ の 電 圧 に 応 じ た 出 力 信 号 を 出 力 す る 。 誤 差 ア ン プ Ａ Ｍ Ｐ 11の 出 力 信 号 は
、 コ ン パ レ ー タ Ｃ Ｏ Ｍ Ｐ 12の 反 転 入 力 端 子 に 供 給 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 な お 、 誤 差 ア ン プ Ａ Ｍ Ｐ 11に は 、 制 限 電 流 設 定 回 路 １ ４ ３ が 接 続 さ れ て い る 。 制 限 電 流
設 定 回 路 １ ４ ３ は 、 端 子 Ｔ 15に 供 給 さ れ る 制 限 電 流 設 定 信 号 が ハ イ レ ベ ル の と き に 誤 差 ア
ン プ Ａ Ｍ Ｐ 11を 第 １ の ゲ イ ン Ｇ 11と し 、 端 子 Ｔ 15に 供 給 さ れ る 制 限 電 流 設 定 信 号 が ロ ー レ
ベ ル の と き に 誤 差 ア ン プ Ａ Ｍ Ｐ 12の ゲ イ ン を 第 ２ の ゲ イ ン Ｇ 12（ ＜ 第 １ の ゲ イ ン Ｇ 11） に
設 定 す る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 第 １ の ゲ イ ン Ｇ 11は 抵 抗 Ｒ ｓ に 流 れ る 電 流 が １ ０ ０ ｍ Ａ ＋ α の と き 誤 差 ア ン プ Ａ Ｍ Ｐ 11
の 出 力 が 基 準 電 圧 源 １ ４ ２ で 生 成 さ れ る 基 準 電 圧 Ｖ ref12と な る よ う に 設 定 さ れ て い る 。
ま た 、 第 ２ の ゲ イ ン Ｇ 12は 抵 抗 Ｒ ｓ に 流 れ る 電 流 が ５ ０ ０ ｍ Ａ ＋ α の と き に 誤 差 ア ン プ Ａ
Ｍ Ｐ 11の 出 力 が 基 準 電 圧 源 １ ４ ２ で 生 成 さ れ る 基 準 電 圧 Ｖ ref12と な る よ う に 設 定 さ れ て
い る 。 な お 、 こ こ で 、 α は 、 例 え ば 、 α ＝ （ 検 出 誤 差 ） ＋ （ マ ー ジ ン ） に 設 定 さ れ て い る
。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 コ ン パ レ ー タ Ｃ Ｏ Ｍ Ｐ 12は 誤 差 ア ン プ Ａ Ｍ Ｐ 11の 出 力 信 号 が 基 準 電 圧 Ｖ ref12よ り 大 き
く な る と 出 力 を ロ ー レ ベ ル と し 、 誤 差 ア ン プ Ａ Ｍ Ｐ 11の 出 力 信 号 が 基 準 電 圧 Ｖ ref12よ り
小 さ く な る と 出 力 を ハ イ レ ベ ル と す る 。 す な わ ち 、 制 限 電 流 が １ ０ ０ ｍ Ａ に 設 定 さ れ て い
る と き に 電 流 検 出 用 抵 抗 Ｒ ｓ に 流 れ る 電 流 が １ ０ ０ ｍ Ａ と な る と 、 出 力 を ロ ー レ ベ ル と す
る と と も に 、 制 限 電 流 が ５ ０ ０ ｍ Ａ に 設 定 さ れ て い る と き に 電 流 検 出 用 抵 抗 Ｒ ｓ に 流 れ る
電 流 が ５ ０ ０ ｍ Ａ と な る と 出 力 を ロ ー レ ベ ル と す る 。 ま た 、 コ ン パ レ ー タ Ｃ Ｏ Ｍ Ｐ 12に は
、 温 度 検 出 回 路 １ ４ ４ が 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 温 度 検 出 回 路 １ ４ ４ は ト ラ ン ジ ス タ Ｍ 11に 近 接 し て 設 け ら れ て お り 、 ト ラ ン ジ ス タ Ｍ 11
の 温 度 が 一 定 温 度 以 上 に な る と コ ン パ レ ー タ Ｃ Ｏ Ｍ Ｐ 12に 供 給 す る 出 力 を ロ ー レ ベ ル に す
る 。 コ ン パ レ ー タ Ｃ Ｏ Ｐ Ｍ 11は 温 度 検 出 回 路 １ ４ ４ の 出 力 が ロ ー レ ベ ル に な る と 、 非 反 転
入 力 端 子 － 反 転 入 力 端 子 間 の 電 圧 に か か わ ら ず 出 力 を 強 制 的 に ロ ー レ ベ ル に す る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 コ ン パ レ ー タ Ｃ Ｏ Ｍ Ｐ 12の 出 力 は 、 遅 延 ブ ロ ッ ク １ ４ ５ に 供 給 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 遅 延 ブ ロ ッ ク １ ４ ５ に は コ ン パ レ ー タ Ｃ Ｏ Ｍ Ｐ 11の 出 力 、 及 び 、 コ ン パ レ ー タ Ｃ Ｏ Ｍ Ｐ
12の 出 力 が 供 給 さ れ て お り 、 コ ン パ レ ー タ Ｃ Ｏ Ｍ Ｐ 11の 出 力 、 及 び 、 コ ン パ レ ー タ Ｃ Ｏ Ｍ
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Ｐ 12の 出 力 の い ず れ か が ロ ー レ ベ ル と き に 、 出 力 を ロ ー レ ベ ル と し 、 コ ン パ レ ー タ Ｃ Ｏ Ｍ
Ｐ 11の 出 力 、 及 び 、 コ ン パ レ ー タ Ｃ Ｏ Ｍ Ｐ 12の 出 力 が 共 に ハ イ レ ベ ル の と き に 、 出 力 を ハ
イ レ ベ ル と す る 。 す な わ ち 、 コ ン パ レ ー タ Ｃ Ｏ Ｍ Ｐ 11の 出 力 、 及 び 、 コ ン パ レ ー タ Ｃ Ｏ Ｍ
Ｐ 12の 出 力 の 論 理 積 を 出 力 す る 。 ま た 、 こ の と き 、 電 源 オ ン 時 及 び 過 電 流 検 出 時 に は 、 そ
の 出 力 を 遅 延 さ せ る 。 遅 延 ブ ロ ッ ク １ ４ ５ の 出 力 は 、 イ ン バ ー タ １ ４ ６ に 供 給 さ れ る 。 イ
ン バ ー タ １ ４ ６ は 、 遅 延 ブ ロ ッ ク １ ４ ５ の 出 力 を 反 転 し て ト ラ ン ジ ス タ Ｍ 11の ゲ ー ト に 供
給 す る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 ト ラ ン ジ ス タ Ｍ 11は 、 イ ン バ ー タ １ ４ ６ の 出 力 が ハ イ レ ベ ル の と き に オ フ し 、 イ ン バ ー
タ １ ４ ６ の 出 力 が ロ ー レ ベ ル の と き に オ ン す る 。 す な わ ち 、 ト ラ ン ジ ス タ Ｍ 11は 、 過 電 圧
、 過 電 流 状 態 に な る と オ フ す る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 〔 動 作 〕
　 ま ず 、 過 電 圧 状 態 の と き の 動 作 を 説 明 す る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 端 子 Ｔ 11の 電 圧 、 す な わ ち 、 Ｕ Ｓ Ｂ ポ ー ト １ １ １ の 正 電 極 と 負 電 極 と の 間 の 印 加 電 圧 が
過 電 圧 状 態 と な る と 、 検 出 電 圧 Ｖ ｓ が 基 準 電 圧 Ｖ ref11よ り 大 き く な る 。 コ ン パ レ ー タ Ｃ
Ｏ Ｍ Ｐ 11の 出 力 が ロ ー レ ベ ル と な る 。 コ ン パ レ ー タ Ｃ Ｏ Ｍ Ｐ 11の 出 力 が ロ ー レ ベ ル と な る
と 、 遅 延 し て ト ラ ン ジ ス タ Ｍ 11が オ フ す る 。 こ れ に よ っ て 、 端 子 Ｔ 13が 過 電 圧 状 態 と な る
こ と を 防 止 で き る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 次 に 過 電 流 状 態 の と き の 動 作 を 説 明 す る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 端 子 Ｔ 13か ら 出 力 さ れ る 電 流 が 過 電 流 状 態 に な る と 、 電 流 検 出 用 抵 抗 Ｒ ｓ に 流 れ る 電 流
が 過 電 流 状 態 に な る 。 こ れ に よ り 誤 差 ア ン プ Ａ Ｍ Ｐ 11の 出 力 が 基 準 電 圧 Ｖ ref12よ り 大 き
く な る 。 こ れ に よ っ て 、 コ ン パ レ ー タ Ｃ Ｏ Ｍ Ｐ 12の 出 力 が ロ ー レ ベ ル と な る 。 コ ン パ レ ー
タ Ｃ Ｏ Ｍ Ｐ 12の 出 力 が ロ ー レ ベ ル に な る と 、 遅 延 し て 、 ト ラ ン ジ ス タ Ｍ 11が オ フ す る 。 こ
れ に よ っ て 、 端 子 Ｔ 13か ら 出 力 さ れ る 電 流 が 過 電 流 状 態 と な る こ と を 防 止 で き る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 ま た 、 起 動 時 に は 、 コ ン パ レ ー タ Ｃ Ｏ Ｍ Ｐ 11、 Ｃ Ｏ Ｍ Ｐ 12の 出 力 が 遅 延 さ れ て 出 力 さ れ
、 遅 延 ブ ロ ッ ク １ ４ ５ の 出 力 は 所 定 の 遅 延 時 間 、 ロ ー レ ベ ル に 維 持 さ れ る 。 こ の た め 、 ト
ラ ン ジ ス タ Ｍ 11は 少 な く と も 所 定 の 遅 延 時 間 、 オ フ 状 態 に 維 持 さ れ る 。 こ れ に よ っ て 、 起
動 時 な ど の 不 安 定 動 作 時 に 、 誤 差 ア ン プ Ａ Ｍ Ｐ 11、 コ ン パ レ ー タ Ｃ Ｏ Ｍ Ｐ 11、 Ｃ Ｏ Ｍ Ｐ 12
が 動 作 せ ず 、 ト ラ ン ジ ス タ Ｍ 11が オ ン し 、 端 子 Ｔ 13が 過 電 圧 、 あ る い は 、 過 電 流 状 態 と な
る こ と を 防 止 で き る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 遅 延 ブ ロ ッ ク １ ４ ５ は 、 過 電 流 時 に も 遅 延 を 行 い 、 電 流 変 動 に よ り 、 ト ラ ン ジ ス タ Ｍ １
１ が ス イ ッ チ ン グ す る こ と を 防 止 し て い る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 次 に コ ン ト ロ ー ラ １ ３ １ の 動 作 を 説 明 す る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 図 ３ は コ ン ト ロ ー ラ １ ３ １ の 処 理 フ ロ ー チ ャ ー ト を 示 す 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 コ ン ト ロ ー ラ １ ３ １ は ス テ ッ プ Ｓ １ － １ で 電 源 が 投 入 さ れ る と 、 ス テ ッ プ Ｓ １ － ２ で 内
部 メ モ リ な ど に 設 定 さ れ た 制 限 電 流 設 定 値 を 読 み 出 す 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 次 に コ ン ト ロ ー ラ １ ３ １ は ス テ ッ プ Ｓ １ － ３ で 内 部 メ モ リ か ら 読 み 出 さ れ た 制 限 電 流 設
定 値 が １ ０ ０ ｍ Ａ の 場 合 、 ス テ ッ プ Ｓ １ － ４ で 誤 差 ア ン プ Ａ Ｍ Ｐ 11に 供 給 す る 出 力 を ハ イ
レ ベ ル と す る 。 こ れ に よ っ て 、 誤 差 ア ン プ Ａ Ｍ Ｐ 11の ゲ イ ン が 第 １ の ゲ イ ン Ｇ 11、 す な わ
ち 、 電 流 検 出 用 抵 抗 Ｒ ｓ に 流 れ る 電 流 が １ ０ ０ ｍ Ａ ＋ α で ト ラ ン ジ ス タ Ｍ 11が オ フ す る よ
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う に 設 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 ま た 、 コ ン ト ロ ー ラ １ ３ １ は ス テ ッ プ Ｓ １ － ３ で 内 部 メ モ リ か ら 読 み 出 さ れ た 制 限 電 流
設 定 値 が ５ ０ ０ ｍ Ａ の 場 合 、 ス テ ッ プ Ｓ １ － ５ で 誤 差 ア ン プ Ａ Ｍ Ｐ 11に 供 給 す る 出 力 を ロ
ー レ ベ ル と す る 。 こ れ に よ っ て 、 誤 差 ア ン プ Ａ Ｍ Ｐ 11の ゲ イ ン が 第 ２ の ゲ イ ン Ｇ 12、 す な
わ ち 、 電 流 検 出 用 抵 抗 Ｒ ｓ に 流 れ る 電 流 が ５ ０ ０ ｍ Ａ ＋ α で ト ラ ン ジ ス タ Ｍ 11が オ フ す る
よ う に 設 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 な お 、 コ ン ト ロ ー ラ １ ３ １ は 、 ス テ ッ プ Ｓ １ － ６ で 電 源 が 切 断 さ れ る ま で 、 制 限 電 流 設
定 値 を 維 持 す る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 図 ４ は 保 護 回 路 １ １ ３ の 変 形 例 の ブ ロ ッ ク 構 成 図 を 示 す 。 同 図 中 、 図 ２ と 同 一 構 成 部 分
に は 同 一 符 号 を 付 し 、 そ の 説 明 は 省 略 す る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 本 変 形 例 の 保 護 回 路 ２ １ １ は 、 電 流 検 出 用 抵 抗 Ｒ ｓ に 変 え て ト ラ ン ジ ス タ Ｍ 11の オ ン 抵
抗 を 用 い た も の で あ り 、 端 子 Ｔ 11を 誤 差 ア ン プ Ａ Ｍ Ｐ 11の 非 反 転 入 力 端 子 に 接 続 し 、 端 子
Ｔ 13を 誤 差 ア ン プ Ａ Ｍ Ｐ 11の 反 転 入 力 端 子 に 接 続 し た も の で あ る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 な お 、 上 記 実 施 例 で は 、 ト ラ ン ジ ス タ Ｍ 11を 保 護 Ｉ Ｃ １ １ ４ 、 ２ １ ２ に 内 蔵 す る 構 成 と
例 に 説 明 し た が 、 ト ラ ン ジ ス タ Ｍ 11は 図 ２ ， 図 ４ に 一 点 鎖 線 で 示 す よ う に 保 護 Ｉ Ｃ １ １ ４
、 ２ １ ２ の 外 付 け 部 品 と し て も よ い 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 な お 、 本 発 明 は 上 記 実 施 例 に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 本 発 明 の 要 旨 を 逸 脱 し な い 範 囲
に お い て 種 々 の 変 形 例 が 考 え ら れ る こ と は 言 う ま で も な い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ５ ５ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 一 実 施 例 の シ ス テ ム 構 成 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 保 護 回 路 １ １ ３ の ブ ロ ッ ク 構 成 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 コ ン ト ロ ー ラ １ ３ １ の 処 理 フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 ４ 】 保 護 回 路 １ １ ３ の 変 形 例 の ブ ロ ッ ク 構 成 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 １ ０ １ 　 Ｕ Ｓ Ｂ 機 器 、 １ ０ ２ 　 パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タ 、 １ ０ ３ 　 Ｕ Ｓ Ｂ ケ ー ブ ル
　 １ ０ ４ 、 １ １ １ 　 Ｕ Ｓ Ｂ ポ ー ト
　 １ １ ２ 　 内 部 回 路 、 １ １ ３ 　 保 護 回 路
　 １ ２ １ 　 充 電 制 御 Ｉ Ｃ 、 １ ２ ２ 　 二 次 電 池 、 １ ２ ３ 　 機 器 本 体
　 １ ３ １ 　 コ ン ト ロ ー ラ
　 １ ４ １ 、 １ ４ ２ 　 基 準 電 圧 源 、 １ ４ ３ 　 制 限 電 流 設 定 回 路 、 １ ４ ４ 　 温 度 検 出 回 路
　 １ ４ ５ 　 遅 延 ブ ロ ッ ク 、 １ ４ ６ 　 イ ン バ ー タ
　 Ａ Ｍ Ｐ 11　 誤 差 ア ン プ 、 Ｃ Ｏ Ｍ Ｐ 11、 Ｃ Ｏ Ｍ Ｐ 12　 コ ン パ レ ー タ
　 Ｒ s　 電 流 検 出 用 抵 抗 、 Ｒ 11、 Ｒ 12　 抵 抗
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